
令和７年度「一市町村民会議一運動」活動紹介 

揖斐川町青少年育成町民会議 

 

揖斐川町青少年育成町民会議は「未来を語ろう 育てよう 見守ろう」をテーマに、安全で安心な

まちづくりを進めるとともに、豊かな経験を通し、青少年が生き生きと活躍できるよう方策を協議し、

関係機関・団体との密接な連携を図りながら具体的な活動を推進しています。 

 

◆青少年育成町民会議総会 R7.5/24（土） 

会場：谷汲サンサンホール 

令和７年度の基本方針、事業計画、各部会の活動計画について

発表を行いました。                                         

また、海外派遣事業に参加した中高生による流ちょうな英語を

交えた報告や‶少年の主張″揖斐地区発表審査会出場者４名によ

る作文発表を行いました。 

 

◆街頭啓発活動 R7.7/7（月） 

場所：養老鉄道揖斐駅前・商業施設前  

「社会を明るくする運動」に合わせ、同時２か所で街頭啓発

を行いました。町青少年育成推進員、保護司会、更生保護女性

会、町内中学生が啓発用品を配布して運動を呼びかけました。 

この活動を機に、青少年の健やかな育成に対する理解を深め

るとともに、各種活動への積極的な参加と日常的な行動を促し、

次代を担う子ども・若者の育成支援の一層の充実と定着を図る

ための取組を続けていきます。 

◆青少年育成町民大会 R7.11/22（土） 

会場：谷汲サンサンホール 

学校関係者、各地区区長、民生委員など約 190 名の方々

が参加し、「家庭の日」啓発図画入賞者表彰報告、標語

作品等の入賞者表彰を行い、青少年推進員による活動経

過報告を行いました。また、小学生の県外派遣報告とし

て北海道芽室町に派遣された児童の発表を行いました。 

今回の大会では、司会

進行や運営に揖斐高等学

校生徒のみなさんに依頼

し準備を行いました。舞台転換、暗幕開閉、パワーポイント操作な

ど裏方作業などを行い、青少年の活躍する姿を住民の皆さんに見て

いただき、各地域での青少年健全育成の推進に向けた活動ができま

した。 

～活躍した高校生のことば～ 

「こうした大勢の大人の前で 話をすることや 活動をする機会が少ない私たちにとって、今日の経

験はたいへん貴重であり、今 大役をやりとげた満足感、達成感を感じています。こうした経験を通

して、わずかですが 私たち自身が成長できたのではないかと思います。」 

 



◆ボランティアカード作成、配布  

 

「ボランティアカード」を町独自で

作成し、小中学生へ配布しました。公

民館活動などの地域の活動やボラン

ティア活動などにすすんで参加したと

き、主催者の方々に活動内容を書いて

もらい、ボランティア活動の記録を残

しました。子どもたちが地域のために活動したことが励みとなり、地域へ

の愛着を感じるといいですね。 

 

◆「話そう！語ろう！わが家の約束」取組カード ～しおり配布～ 

家族で話し合って「わが家の約束」を決め、冬休み期間中の７日間、取り組んでいただきました。

その結果を振り返りながら、家族でお互いの思いを伝えあうことにより「家族のコミュニケーショ

ン」の促進を図ることを目的として実施しました。小学４年生は１０歳の節目の学年になることにち

なみ、児童と家族のメッセージをそれぞれ‘しおり’にしてお返ししました。 

              

                      

青少年推進員

が各学校へ訪

問し、意義を

説明して手渡

します！ 

～作業風景～          ～できあがったしおり～ 

 

◆揖斐川町広報誌に青少年育成推進員の活動掲載 

 揖斐に吹く風 ←タイトル  ※町広報誌 3 月号掲載分 

 ～揖斐川町青少年育成推進員からのメッセージ～ 

揖斐公民館では「公民館まつり」の企画運営を中学生に

依頼し、昨年５月に有志を募集しました。 

これは公民館まつりを「〝中学生主体〟と位置付け、地

域の大人と一緒に協力して盛り上げていこう！」というも

のです。今年はパンケーキや白玉だんご、宝さがしゲーム

などを計画し、約２０名の中学生が準備を進めています。 

〇揖斐公民館まつり 

令和８年３月８日（日） 

青少年育成推進員は、学校外活動である公民館などで小中学生、高校生・青年が

楽しく主体的に活動することを期待し応援しています。活動情報を発信していきま

すので、右記二次元コードを読み取りご覧ください。 

 

 

 

◎揖斐川町では青少年の育成のため、それぞれの立場で見守っていく風土を作り上げます◎ 

 

 

読み込んで 

見てね♪  


